
●日本創傷治癒学会事務局
〒160-8582

東京都新宿区信濃町35

慶應義塾大学

医学部形成外科学教室内

tel.03-3351-4774

fax.03-3352-1054

e-mail : info@jswh.com

URL : http://www.jswh.com

日 本 創 傷 治 癒 学 会

N E W S
LETTER

22nd International Workshop of the International Society 
for the Study of Vascular Anomalies (ISSVA) in Amsterdam

に参加して
～ 日本創傷治癒学会入会のごあいさつにあわせて～
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この度、日本創傷治癒学会に入会させていただきました。主に、口唇口
蓋裂、血管腫血管奇形と熱傷を専門としてきました。どれもきずあとをき
れいに治さなければいけないということでは、創傷治癒に関する知識と
技術が必須です。私の本学会（研究会）デビューは平成4年冬の横浜であ
ったと記憶しております。その後、本学会への足が遠くなってしまい、長年
の我が身の不勉強を見直し、自分の再教育として入会させていただきま
した。しっかり勉強させていただきます。

新入会員でありながら創傷治癒のニューズレターを書かせていただく
のはおこがましいことと思いますので、目線を変えて血管腫血管奇形に
ついてお知らせをさせていただきます。創傷治癒と血管腫血管奇形は一
見全く異なる分野のようですが、どちらも血管新生という現象が根底にあ
るという点ではつながるのではないかと思います。一方は治癒のために
それを促進しなければなりませんが、他方はそれが過剰異常増殖になっ
ているので抑制しなければならず、血管新生を制御することが共に重要
なテーマとなります。

22nd International Workshop of the International Society for the 
Study of Vascular Anomalies (ISSVA) は、2018年5月29日から6月1日
までの4日間、オランダのアムステルダムで開催されました。このISSVAは
1976年にChildren’s Hospital Boston のカフェテリアにてJohn Mullik-
en先生と Anthony Young 先生を中心とした数名の会合から始まったと
いわれています。 Vascular Anomalies を腫瘍（血管腫）と奇形（血管奇
形）に分ける ISSVA 分類は、形成外科医の Mulliken 先生と病理学者の
Glowacki 先生が Plastic and Reconstructive Surgery 誌上で1982年に
発表した論文をもとに作成され、2年に1回のworkshopのたびに改訂さ
れてきました。今年の workshop には748名が出席し、112の口頭演題
発表がありました。血管腫に関しては、2008年ボストンでの workshop
で発表されたプロプラノロールに代表されるβブロッカーによる治療が
7演題ありましたが、すでに世界的な標準になったという印象でした。血
管奇形に関して躍進が著しかったのは、様々な脈管奇形組織で起きてい
る遺伝子異常の検索とそれに対する分子標的治療に関するものが３３
演題と最多であったことです。今のところ、mTOR 阻害剤であるシロリム
ス（ラパマイシン）が先行していますが、BYL719（Venot, Nature 2018 ）
MEK 阻害剤や BRAF 阻害剤など抗がん剤に属する分子標的薬が今後
続々とこの分野の疾患に応用されていくことが予測されます。その中で、



ROBERT SCHOBINGER AWARD FOR BEST CLINICAL PAPER を、加藤基先生（埼玉小児医療センター
形成外科）が Lymphatic malformations treated by venous anastomosis technique based on flow 
assessment の演題で受賞され、私たち日本でこの疾患に取り組んでいる仲間は大変勇気づけられまし
た。次回の ISSVA workshop は2020年5月12～15日でバンクーバーにて行われます。

というわけで、血管新生を制御する目で創傷治癒についての診療と研究にあたりたいと思います。ま
ずは、教室員の趣味で、驚異的な再生能力を持つイモリを実験室で飼育し始めました。
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第４８回 日本創傷治癒学会のお知らせ

テーマ
会　場　:   イイノホール＆カンファレンスセンター

会　期　:   ２０１８ 年 １１ 月 ２９ 日（木）・ ３０ 日（金）
会　期　:   宮澤 光男 （帝京大学医学部　教授）

（東京都千代田区内幸町2-1-1）
:   創傷治癒学と他分野とのフュージョン Fusion of wound healing and other fields

―瘢痕のない傷を目指して―　―吻合部の創傷治癒―
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